
⑦→エントリー〇 利確〇 出来高的にセリクラではなくトレンド的にも握っておきたいタイミングだったが、
無駄なエントリーばかりで損切しすぎて、①がフラッシュバックして握り続けるメンタルは無かった。

値ごろ感の早利確ではないが最低限の場所で利確となった。収支バリアがあって冷静であれば含み益溶かしても良いから最悪同
値撤退で、無限にトレンド続いたときに大きく取れるようにするのが良かった。

⑧→エントリー〇 損切〇 2回目の利確は、チャンスだとは思ったが、指数が明らかにトレンド崩していたのと、
値動きが上昇トレンド中の押しの動きではなかったから微益利確だけど損切のようなもの

⑨→エントリー〇 利確✕ ここは損切になる場面だった。

⑩→エントリー〇 利確✕ ビビッて根拠のない早利確しただけ
自分のエントリーを信じて含み益を飛ばす覚悟で握る場面だった。
ルール通りの最善の利確をすると+138円幅抜けた。言うは易しだが

⑪→エントリー〇 利確✕ 一度8000円の含み益を見てから、
トレンド転換する可能性が高まるポイントで利確がベストだった。

結局時間軸が⾧くて+20円幅にはなるが、トレンドがずっと続いていく時の爆益もしっかり得られるやり方

⑫→1・2回目エントリーOK しかし2回目の損切が遅れている。少し待てば下がるのではないかと甘えてしまった。

⑬→エントリー✕ ⑫が損切になった時点で意固地にショートし続けるとめちゃ負ける奴と何回も負けてきたのに、
⑫でマイ転して熱くなっていて、大負けモード突入した。わざと負けに行く投資法

完全にトレンド転換しているとみるべき。朝弱かったから弱いはずだは、⑫で終了にしないといけない
⑫は、下降トレンド継続の戻りにしては上げすぎじゃないと違和感はあった。そこで気づければ一番良かったが

⑭→ エントリー✕ ⑫で損切になった時点で買い目線に変えていない時点でだめ
意固地になってたくさん負けてきた経験が生かされていない

⑮→エントリー✕ 引き付けが足りていなかった。損切幅が大きくなっていた。
前場引けが近くて持ち越さないように少し戻ったところで損切。

KOSPIも堅調で日経も堅調だから、大きく下げることは無いだろうと考え、持ち越しも一応検討はしたが、
大幅GDの可能性を考え、決裁した。結果不通に上だったが次もよっぽど何かない限り同じ場面で決済するだろう

⑯→エントリー✕ 明確なチャンスでなく 値ごろ感トレード✕

⑰→エントリー✕ 1回目は完全に✕ ASMLのガイダンスが強くて上げるんじゃねという完全何となくトレード
最悪すぎる。2回目は押しを待ったが思ったように動かず損切ライン到達損切

普通に良い決算は失望して売られる。または機関の利確ポイントにされる。スーパー決算は普通に無風。
スーパーウルトラミラクル決算でないと全体地合いを押し上げるようなインパクトにはならないと経験しているのに

何となくでまだエントリーしている。最悪すぎる


